
















































































































































































































































































































いう研究もあるという（Gilovich & Medvec, 1995）。
⑷ニアミス（Near Misses）

































































































A 86 歳・女性 要介護 4 Ⅱ b 特別養護老人ホーム 2年 4ヶ月
B 85 歳・女性 要介護 3 Ⅱ b 特別養護老人ホーム 3ヶ月
C 85 歳・女性 要支援 2 自立 ケアハウス 2年































































































































































− 26 − − 27 −
高齢者における ｢選択のパラドックス」の実情（長谷川・藤田）
著書は欧米の一般読者を想定して書かれたものであり、文化的な要因は全く考慮されていな
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